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今回，雪氷エキスパートとして紹介する大宮哲
（おおみやさとし）氏は，札幌市にある一般社団法
人 北海道開発技術センター（以下，dec）に勤務
し，冬期道路維持管理のための吹雪調査や技術開発
等に携わっています。
同氏は，1981年に青森県蟹田町（現：外ヶ浜町）

で生まれ，高校まで青森県で過ごされました。子供
の頃から体を動かすことに親しみ，小学生時代は野
球と水泳とアルペンスキー，中学・高校時代は卓
球，大学時代は基礎スキーと，様々なスポーツに取
り組まれてきたそうです。一方で，「運動はあまり
得意ではない」と語り，野球少年時代には全力で
フォアボール狙い（よく言えばチームプレイに徹
し），中学の卓球部時代には魔球サーブの取得を目
指して猛烈に練習するなど，独特のスタイルで競技
に向き合ってこられたそうです。大学は信州大学に
進学され，基礎スキー部の部長として大所帯を牽引
しましたが，スキー自体が苦手だったため，冬より
も夏の方が元気だったとのことです。大学がある長
野県の風土や自然に強く魅了され，人より少し長め
に5年間在籍するなど，とても充実した学生生活を
送られました。その後，北海道大学大学院環境科学
院へ進学されました。大学院では，佐藤篤司教授

（当時，防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター 
センター長）の集中講義を受講したことをきっかけ
に雪の分野に進むことを決意され，同教授の指導を
仰ぐべく，雪氷防災研究センターがある新潟県長岡
市に居を移して研究に励まれました。そこでは吹雪
粒子が持つ電気的性質を解明することを目的に，主
に風洞実験や野外観測による研究に取り組み，博士
号を取得されました。
同氏は，青森，札幌，長野，新潟など，日本各地
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の雪国に住んだことで，雪に対する広い視点を持て
るようになったと語ります。どの地域であっても，
春になれば雪はとけて水になりますが，雪の状態で
は，降る地域や場所が違うことで社会に与える影響
や発生しうる雪害が異なることを実感したそうです。
学位取得後は北海道大学低温科学研究所および名

古屋大学大学院環境学研究科にて非常勤研究員を務
めたのち，2014年から 2025年まで，寒地土木研究
所で冬期道路管理に関わる雪害対策（暴風雪・大雪
など）の研究に携わってこられました。冬期道路の
安全は人々の生活や経済活動を支える重要な基盤で
あり，その研究の一端を担えたことは，同氏にとっ
てかけがえのない経験であったそうです。その後，
2025年8月にdecに転職されました。社会には交通
やインフラにとどまらず，地域の暮らしに密接に関
わる多様な課題が存在します。decへの転職を機
に，そうした課題にも目を向け，現場や人々の声を
大切にしつつ，人や地域に寄り添った活動にも取り
組んでいきたいと語ってくださいました。
また，同氏は雪氷教育活動にも関心があり，雪氷

研究大会の開催時期にあわせて行われる子供向けイ
ベント「雪氷楽会」に長年参加しており，その参加
継続は15年以上に及びます。雪氷楽会への参加を
きっかけに，将来雪の研究者や技術者を志してくれ
る子供が出てきてほしいと笑顔で語ってくださいま
した。
雪氷エキスパートとして，同氏の今後の活躍に期

待したいと思います。
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図　雪氷楽会での子供との戯れ


